
〜救急車はいつ呼ぶ？ なぜ呼ぶ？〜 

開催日▶ 2019年５月12日（日）
時　間▶９：00〜 （受付８：40）
場　所▶コラッセ福島  ４階多目的ホール

要介護者の
緊急対応

裏面の申込用紙に必要事項を記載の上、 2019 年５月８日までに FAX にてお申込み願います。（先着 150 名様） 

主催  NPO 法人 地域の包括的な医療に関する研究会

対象  地域包括ケアを担う看護・介護職の皆様

時　間 内　容

９：00 ～

●開会挨拶
　有賀 徹先生：独立行政法人労働者健康安全機構 理事長（当会理事長）
　司会進行：伊藤 弘人先生 独立行政法人 労働者健康安全機構研究ディレクター
　　　　　　（精神保健・ヘルスケア担当）（当会理事）

９：10 ～９：40
●講演 1　各地域の取り組み（30 分）

「地域包括ケア時代：救急医療から災害対策まで」
講師　栗原 正紀先生 長崎リハビリテーション病院 理事長（当会副理事長）

９：40 ～９：50 休憩

９：50 ～ 11：10

●講演 2　地域包括パネルディスカッション（80 分）
「福島県県北地区の地域包括ケアの取り組みと課題」

司会：田勢 長一郎 福島県立医科大学（当会理事）
シンポジスト   
①福島県県北地域の地域包括ケアの立場から（20 分）
　講師：加藤 清司 県北保健福祉事務所所長　
②理学療法士の立場から（15 分）
　講師：渡辺 知子 県北地区地域リハビリテーション広域支援センター、

南東北福島病院（理学療法士）　
③歯科衛生士の立場から（15 分）
　講師：菅野 洋子 一般社団法人 福島県歯科衛生士会 監事、地域包括推進委員
④介護支援専門の立場から（15 分）
　講師：田中 嘉章 福島市在宅医療介護連携支援センター　事務所長

11：10 ～ 11：30 休憩、IPAD 配布

11：30 ～ 12：30

●講演 3（60 分）
「緊急度判定支援システム（JTAS）とは」（25 分）
体験コーナー（iPad を使った実地講習；35 分）

緊急度判定支援システムを使ってみよう！※ iPad は主催者準備
　講師（司会兼務）　安心院 康彦先生 帝京大学医学部救急医学講座 教授

12：30 〜 ●閉会挨拶
　井上 健一郎先生 春回会井上病院 理事長（当会 理事）

参加費無料



お申し込みは、下記をご記入の上 FAX 03-3380-8627へ送付願います。

また、2019 年５月８日までにお申し込みをお願いします。 
尚、定員（150 名）になり次第受付を終了させて頂きますのでご了承ください。 

当会は医療人と一般市民との間に共通の理解を醸成するために研修会等の活動を通じて医療者と患者との協働・連携をよ
り密接なものとすることで地域医療を確立し、誰もが安心して医療を受けられる社会の実現に寄与することを目的として、
各地域にて市民講座を開講しております。

交通のご案内

ＮＰＯ法人地域の包括的な医療に関する研究会事務局 行／ FAX 03-3380-8627

フリガナ

氏　名 

所　属 職　種

連絡先

TEL：

E-mail：　　　　　　　　　　　　　　　@

今後、当会主催等の研修・セミナーの案内を　□ 希望する　□ 希望しない

地域包括ケアを担う医療・介護福祉関係者向けセミナー  参加申込書

主催 NPO 法人 地域の包括的な医療に関する研究会／
東京都中野区中野 2-2-3  へるす出版事業部内
TEL：03-3384-8177 

テーマ  要介護者の緊急対応 〜救急車はいつ呼ぶ？ なぜ呼ぶ？〜
地域包括ケアを担う医療・介護福祉関係者向けセミナー

●ＪＲ福島駅（東北新幹線、東北本線、奥羽本線）
　西口より徒歩3分
●東北自動車道　福島西 IC、
　飯坂 ICから車で約15分
●駐車場
コラッセふくしま有料駐車場利用可
（30 分まで無料、以降
30分毎 100円
※共通駐車サービス券が
使用可能）
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■会場地図開催日▶2019年５月12日（日）
時　間▶９：00〜 （受付８：40）
会　場▶ コラッセ福島　４階多目的ホール

福島県福島市三河南町1番20号
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